
孟
子
と
萄
子
と
に
於
け
る
牲
説
に
競
い
f
l

zang
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保

田

虹
那恥
マ

　
孟
子
に
β
く
、

　
養
者
禺
錦
洪
水
而
天
下
峯
周
公
兼
夷
丁
丁
犠
単
磁
百
姓
細
孔
暴
威
春
秋
葡
織
駆
賊
子
爆
…
…
…
我
亦
欲
正
写
心
息
邪
設
距
譲
行
放
淫
僻

　
以
承
三
聖
者
…
…
…
へ
駿
文
公
・
下
）

と
。
叉
臼
く
、

　
；
…
…
乃
研
願
期
學
孔
子
也
（
公
孫
丑
。
上
）

と
。
是
を
用
っ
て
之
を
概
れ
ば
、
孟
。
子
の
志
す
研
が
孔
子
を
蔵
蓮
す
る
に
在
っ
た
事
は
、
奏
、
誓
書
・
帥
ま
で
も
な
く
極
め
て
曙
か
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
窟
子
に
在
っ
て
は
紳
尼
と
子
弓
と
を
蚊
灘
…
し
、
殊
に

　
…
…
…
法
仲
尼
子
弓
之
義
…
…
…
（
非
＋
二
子
）

な
ど
と
蓮
べ
て
る
る
。
此
馬
弓
が
何
入
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
、
古
來
種
々
の
識
が
あ
っ
て
明
か
で
は
な
い
。
即
ち
或
は
朱
張
の
字
と
い

ひ
、
或
は
肝
鷺
の
字
と
な
し
、
或
は
紅
霞
の
事
な
り
と
い
ひ
、
叉
檀
弓
の
事
な
ら
む
と
も
い
は
れ
、
夏
に
は
子
游
の
游
の
字
が
誤
れ
る
も

の
と
の
説
も
あ
り
、
叉
子
張
の
事
な
り
と
の
説
も
あ
る
さ
う
で
あ
る
（
識
ご
。
此
等
講
説
の
串
で
ユ
秘
の
…
の
み
を
探
る
に
足
る
だ
け
の
積
極

的
な
根
壕
を
齢
す
る
も
の
は
、
目
下
の
所
、
見
鐵
し
難
い
が
、
蔚
子
が
孔
子
を
奪
食
し
之
を
繍
蓮
せ
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
事
だ
け
は
、

　
　
　
　
　
孟
子
と
筍
子
と
に
於
け
る
性
説
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
ヨ



と
（　

か
く
の
癩
く
、
孟
筍
二
子
共
に
孔
畢
を
崇
敬
し
之
を
飢
蓮
せ
む
と
志
す
黙
に
於
て
は
、
斎
く
同
一
な
O
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
史

記
の
儒
林
列
篠
に
も

　
自
孔
子
卒
後
七
十
子
之
徒
散
游
諸
侯
大
聖
爾
師
薄
曇
翻
小
者
友
教
士
大
夫
慢
罵
弼
、
不
見
…
…
…
随
時
猫
全
文
侯
好
望
後
陵
遅
以
至
予
始

　
皇
天
下
蛇
璽
於
職
國
儒
零
梅
縞
融
然
齊
魯
之
門
虚
者
濁
不
慶
也
於
威
賞
之
際
孟
子
衛
卿
之
列
論
難
…
夫
子
之
業
弼
潤
色
之
轟
轟
顯
於
當
世

　
・
：
：
：
：
（
史
記
・
巻
一
百
二
．
十
一
）

と
云
へ
る
が
獅
く
、
孟
．
窟
二
子
こ
そ
は
糞
秦
儒
…
家
中
の
讐
聯
黒
な
⇔
と
い
ふ
も
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。

　
然
し
乍
ら
、
二
子
は
岡
じ
く
孔
子
を
蹴
落
す
る
と
は
難
も
、
北
ハ
の
思
想
は
決
し
て
全
く
詞
じ
と
は
君
へ
な
い
。
さ
れ
ば
後
世
の
嬬
家
に

在
っ
て
は
、
或
は
孟
子
を
宗
と
し
て
庶
子
を
排
し
、
或
は
売
子
を
崇
び
て
懸
子
を
喜
ば
ギ
、
・
る
等
の
醗
立
が
生
じ
た
、
、
帯
し
て
蒋
子
に
於
て

も
既
に
孟
子
を
非
る
所
が
見
轟
諏
。
、
れ
る
。
糠
ち
筍
子
に
撚
く
、

略
法
先
王
硲
、
不
癩
其
続
黙
然
悔
赫
劇
忠
大
難
海
難
隙
案
猛
驚
造
詮
謂
之
泥
行
強
熱
違
砺
無
類
纏
臨
蒲
無
難
彫
約
説
無
識
案
鯵
其
僻
瀬
舐

　
敬
之
a
跳
眞
先
君
子
之
露
也
子
愛
唱
華
墨
糎
瀦
之
投
俗
之
溝
猛
瞥
儒
嘆
簾
然
逆
鞘
其
墨
黒
也
途
受
蒲
醸
之
獄
爲
鯵
尾
子
游
欝
欝
…
厚
於
後

　
世
是
財
子
思
子
肌
輔
之
舞
斑
…
…
…
ρ
非
＋
二
子
）

と
。
か
く
の
癩
き
諭
構
　
　
子
に
於
け
る
意
見
の
輝
蓬
は
、
就
宇
、
彼
等
の
牲
設
に
於
て
著
し
い
と
い
・
一
事
は
、
癩
知
の
遜
り
で
あ
る
、
そ

47義
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こ
で
吾
人
は
そ
の
盤
に
つ
い
て
、
殊
に
其
の
性
と
い
ふ
概
念
に
就
い
て
、
聯
か
思
索
を
試
み
む
と
欲
す
る
次
第
で
あ
る
。
蒲
し
て
被
等
の

所
説
の
長
短
得
失
を
論
ず
る
事
は
、
こ
・
で
は
吾
入
の
甥
す
る
所
で
は
な
い
、
．

　
｝
証
閣
　
”
栄
張
説
を
唱
へ
た
の
は
王
宮
…
で
あ
る
が
、
馬
木
張
に
涌
就
い
て
は
山
鳴
蝋
㎜
・
鰯
鞘
十
一
励
に
U
兄
・
蹴
る
漁
嬬
災
で
あ
る
・
．
㌦
い
ふ
目
以
外
、
h
簿
は
る
所
殆
ど
・
な
く
、
驚
・
も

　
　
　
　
下
張
ほ
孔
子
よ
り
時
代
が
葡
で
あ
る
織
、
叢
論
が
魯
尼
・
陽
子
と
い
っ
て
、
紳
尼
を
先
に
し
て
干
場
を
後
に
ナ
る
の
と
纏
縫
…
し
な
い
辮
…
に
愚
は
れ

　
　
　
　
る
。
騨
鞍
説
を
蓮
。
へ
る
者
と
し
て
は
麟
働
、
顔
師
叢
、
韓
態
、
張
守
簾
、
更
に
胡
元
儀
な
ど
の
名
が
翠
げ
ら
れ
て
る
る
襟
で
あ
る
が
、
駐
讐
に
就
い

　
　
　
　
て
は
易
を
傳
へ
た
と
い
ふ
事
の
外
、
詳
し
い
事
は
分
ら
ず
、
蒲
も
易
が
嬬
家
の
輕
典
と
さ
れ
た
の
は
更
に
後
の
時
．
幾
と
い
は
れ
て
み
る
か
ら
、
そ

　
　
　
　
の
ま
・
・
盤
心
用
は
出
嫌
な
い
Q
次
に
紳
弓
説
を
と
る
講
に
は
…
揚
猿
、
陳
師
道
、
拠
葉
、
魚
麩
、
注
・
甲
、
章
嫡
麟
警
が
あ
る
と
い
は
れ
る
Q
伸
賜
は
孔

　
　
　
　
子
も
許
し
た
賢
入
で
あ
り
、
叉
仲
弓
を
子
弓
と
い
ふ
事
も
あ
り
得
る
事
で
は
あ
る
が
、
飽
の
諸
識
を
総
べ
て
斥
け
て
之
を
探
る
程
の
積
極
的
根
擦
は

　
　
　
　
見
當
ら
な
い
様
に
思
ふ
。
次
に
檀
弓
競
は
郁
熱
疑
の
唱
ふ
る
所
と
い
は
れ
る
が
、
之
と
て
も
彼
自
身
堕
鷺
の
如
く
、
…
単
な
る
瞭
測
に
止
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
更
に
子
学
説
は
武
内
筆
洗
の
説
か
れ
る
撰
で
あ
っ
て
、
子
振
が
子
5
5
に
譲
ら
れ
る
蜜
ほ
あ
り
鴨
る
事
で
も
あ
ら
う
が
、
笏
子
巾
に
於
て
伸
尼
・
子

　
　
　
　
淋
…
の
蛇
灘
…
せ
ら
れ
て
る
る
非
十
工
子
篇
の
交
は
、
あ
の
限
り
に
於
て
は
決
し
て
萄
子
が
面
壁
・
子
溝
を
賞
讃
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
子
思
・
孟

　
　
　
　
綱
の
総
に
過
た
れ
て
俗
儒
が
仲
尼
∴
↑
游
を
賞
讃
ナ
る
事
の
非
な
る
を
述
べ
た
も
の
に
徳
な
ら
な
い
。
又
蕗
子
に
は
「
子
游
氏
之
幾
儒
」
（
弄
十
二

　
　
　
　
子
）
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
之
は
子
福
自
身
を
押
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
が
、
敢
て
子
継
電
を
と
る
に
は
跡
躇
を
感
ぜ
し
め
る
。
從
っ
て
叉
賄
の

　
　
　
　
縛
…
場
説
は
、
融
嬰
記
・
檀
場
醜
補
の
購
勲
想
が
葡
子
の
と
加
似
て
み
る
と
い
ふ
事
は
別
…
開
題
と
し
て
、
弾
擬
し
も
縫
弓
が
子
淋
…
の
…
門
流
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
子

　
　
　
　
講
説
よ
り
も
禽
更
根
部
は
薄
弱
と
な
る
と
霧
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
子
詩
思
は
何
人
の
唱
ふ
る
所
か
淺
學
寡
聞
な
る
購
入
の
搬
ら
ぬ
携
で
あ
る
が
、
章
弓

　
　
　
　
晒
麟
の
晶
費
（
國
學
概
論
・
六
十
二
畏
）
に
擦
っ
て
諭
し
て
置
く
。
諸
賢
の
御
徴
示
を
講
ふ
次
第
で
あ
る
。
た
碧
羅
説
も
、
章
磁
器
が
甑
に
い
ふ
如
く

　
　
　
　
大
し
て
根
擦
の
あ
る
も
の
で
も
な
さ
さ
5
で
あ
る
。
か
く
て
髭
等
諸
説
は
、
そ
の
一
を
探
っ
て
鋤
を
否
症
し
去
る
だ
け
の
積
糠
．
的
綴
擦
は
見
出
し

　
　
　
　
響
な
い
の
で
あ
る
。

薫
子
と
湘
旬
子
と
に
於
け
る
性
論
に
就
い
て

騰
五
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折
丁
學
柵
耕
究
　
　
第
二
｝
日
七
十
八
臨
旗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
録
ハ

　
携
て
荷
子
の
響
応
を
考
察
せ
む
に
、
そ
の
結
論
は
営
め
て
蓮
べ
る
迄
も
な
く
、
性
悪
篇
に
屡
、
・
繰
返
し
説
，
＼
が
如
く
、

　
人
之
牲
悪
其
善
者
僑
也
（
性
悪
）

と
書
ふ
に
あ
る
。
郎
ち
筍
子
に
在
っ
て
は
入
に
性
と
欝
と
の
二
契
機
を
認
め
、
ル
秘
の
性
を
悪
の
着
工
、
そ
の
禰
を
善
の
原
理
と
爲
し
た
も

の
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
此
熱
に
就
い
て
吾
入
は
先
づ
そ
の
性
の
概
念
が
如
伺
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
見
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所

が
荷
子
に
よ
れ
ば

　
凡
性
者
天
之
就
也
不
葛
學
不
可
事
（
性
悪
）

と
あ
る
。
さ
れ
ば
吾
人
は
差
等
っ
て
蔚
子
に
於
け
る
天
の
概
念
を
考
察
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
う
す
る
事
に
よ
っ
て
吾
入
は
批
の
句
の
慧

味
を
理
愈
し
得
る
に
棄
る
で
あ
ら
う
。

　
天
に
就
い
て
諸
子
の
説
く
所
を
考
ふ
る
に
、
そ
の
天
と
は
脅
然
な
る
も
の
、
そ
れ
監
身
に
霞
己
の
心
志
烹
を
謝
す
る
ま
、
の
、
從
っ
て
人
が

直
ち
に
之
を
如
何
と
も
嘱
す
を
得
ざ
る
獅
立
臼
越
せ
る
も
の
と
饗
す
べ
き
様
に
思
は
れ
る
。
郎
ち
駅
子
に
広
く
、

　
天
行
右
常
不
儒
発
存
不
爲
桀
亡
（
天
論
）

と
。
か
く
の
如
く
天
は
入
に
醤
し
て
留
立
自
存
牲
を
黙
す
る
と
す
れ
ば
、
藪
に
嘗
て
入
は
か
・
る
白
己
の
直
ち
に
錦
何
と
も
儒
し
難
き
方

面
に
思
を
致
す
事
な
く
、
自
己
の
カ
の
下
に
叢
る
方
蒲
に
覧
て
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
窟
子
の
駅
子
乃
棄

聖
人
或
は
亟
入
と
嚇
す
は
、
か
帰
る
充
の
入
に
嶽
す
る
鶴
立
潔
存
牲
を
魯
鴛
從
っ
て
徒
ら
に
充
を
縮
る
を
求
め
ざ
る
考
な
の
で
あ
り
、
之
に

反
し
て
装
入
と
は
、
「
其
在
己
者
」
を
一
華
己
の
勢
力
に
依
り
左
黒
し
得
る
入
の
事
を
一
…
ふ
、
・
し
角
い
て
㎝
、
興
甕
仁
者
」
を
一
段
己
の
か

を
以
て
し
て
は
直
ち
に
左
右
す
る
能
は
ざ
る
天
の
事
を
一
；
慕
ひ
、
察
し
く
方
を
要
す
者
を
指
す
の
で
あ
る
、
、
窟
子
に
次
の
如
く
蓮
べ
て
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あ
る
の
は
、
か
・
る
譜
と
し
て
理
會
す
る
事
が
出
來
る
。
廓
ち
周
く
、

　
…
…
…
故
君
子
敬
翼
翼
己
者
而
不
野
糞
在
天
者
購
入
錯
其
懸
軍
考
而
磯
子
聖
天
者
君
子
敬
翼
翼
己
者
薦
不
畢
生
在
天
者
是
以
巳
進
也
小

　
人
錯
其
在
己
者
蒲
慕
其
在
天
者
是
以
臼
退
也
…
…
…
（
天
論
）

と
。
又
曰
く
、

　
…
…
…
故
必
聴
天
人
之
分
期
可
謂
至
人
突
不
爲
暴
威
不
求
爺
得
夫
是
之
謂
天
職
癩
尊
者
難
深
墨
入
不
翻
慮
単
粒
大
不
痴
能
焉
難
精
不
繍

　
察
焉
夫
是
之
謂
不
輿
天
璽
職
天
有
繋
鏡
地
其
其
財
入
有
其
治
夫
是
之
謂
能
蓼
金
典
贋
験
算
蒲
願
典
所
蓼
溺
惑
突
…
…
…
唯
購
入
鴬
不
求

　
知
天
…
…
…
（
天
論
〉

と
Q

　
か
く
の
如
く
考
察
し
來
れ
ば
、
窟
子
の
次
の
鴬
も
惣
ら
理
會
し
得
る
所
で
あ
ら
う
。

　
雰
而
雨
何
也
日
無
何
也
軍
事
雲
隠
雨
也
日
月
食
而
救
之
天
皐
爺
吉
事
索
然
後
決
大
事
非
以
爲
得
求
磁
…
・
：
…
灸
蓼

　
星
野
木
鳴
導
入
皆
恐
融
業
権
殿
臼
無
何
醤
蝦
天
地
之
攣
陰
腸
之
化
物
之
響
練
者
也
怪
之
可
也
蒲
畏
青
磁
砲
夫
a
月
之
有
蝕
風
爾
之
不
時

　
怪
星
寒
駅
見
是
無
世
浦
不
屈
有
之
上
潮
蒲
致
拳
細
事
蹴
蚊
世
匙
無
傷
磯
上
闇
市
政
瞼
期
事
案
無
一
重
者
無
縫
密
夫
蔑
鼠
害
木
之
鳴
是
天

　
地
之
痩
陰
陽
之
化
物
之
選
書
丁
丁
怪
之
湾
也
癒
幾
之
葬
蓋
物
之
巳
確
者
入
幕
劔
擁
畏
也
…
…
…
（
天
論
）

飾
ち
寒
入
の
問
題
と
す
べ
き
は
天
の
事
に
託
す
し
て
人
の
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
翼
は
入
に
羅
係
な
く
堂
廊
獲
展
を
な
す
猫
立
麟
存

せ
る
も
の
で
あ
り
、
天
の
事
は
吾
人
の
カ
を
以
て
し
て
は
直
ち
に
之
を
面
子
と
も
爲
す
能
は
ざ
る
班
で
あ
る
。
之
に
癒
し
て
入
の
事
は
霧

入
に
依
存
し
、
吾
人
の
努
力
の
如
何
に
よ
っ
て
面
輪
標
に
で
も
す
る
事
が
出
謝
る
の
で
あ
る
。
か
る
が
放
に
天
災
地
憂
は
之
を
怪
む
は
可

　
　
　
　
　
孟
子
と
筍
子
と
に
於
け
る
盤
説
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
七
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な
れ
ど
も
之
を
預
る
Σ
は
非
で
あ
り
、
畏
る
べ
き
は
實
に
入
祇
（
講
輔
）
に
他
な
ら
ぬ
事
と
な
る
。
か
・
る
考
は
上
に
蓮
べ
允
充
の
思
想
よ
り
翻

然
導
撫
さ
れ
る
所
で
あ
り
、
從
っ
て
容
易
に
理
罪
し
得
る
翫
で
あ
る
が
、
跳
慮
に
注
意
す
べ
き
は
、
か
く
の
響
く
天
の
入
に
封
ず
る
欄
立

浅
存
性
を
説
く
と
は
難
も
、
爾
考
を
全
然
無
羅
係
な
る
も
の
と
し
て
早
り
離
し
孤
立
化
す
る
も
の
で
は
な
い
黙
で
あ
る
。
寧
ろ
粟
子
の
裏

張
す
る
所
は
、
天
は
入
の
直
ち
に
左
右
す
る
を
得
ぬ
も
の
な
る
が
故
に
、
入
は
窟
ら
の
カ
に
按
り
左
右
し
得
る
早
藤
に
於
て
努
力
作
爲
し
、

以
て
天
に
濾
じ
て
ゆ
く
べ
し
と
す
る
に
在
る
。
人
は
轟
然
な
る
天
の
事
を
背
定
昆
認
し
、
そ
れ
を
基
底
と
な
し
て
更
に
そ
の
上
に
立
っ
て

ゆ
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。
自
然
な
る
天
の
事
は
そ
れ
白
身
に
於
て
霞
己
の
存
立
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
心
入
の
カ
を
以
て
し
て
は
直
ち

に
之
を
左
右
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
そ
れ
を
肯
定
是
認
し
そ
の
上
に
立
つ
他
は
な
い
。
藪
に
於
て
、
吾
人
は
禽
己
の
努
力
如
何
に

敏
存
す
る
入
の
事
を
按
配
す
る
事
に
演
っ
て
、
天
に
封
摩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
入
を
錯
き
て
天
を
思
ふ
は

惑
へ
る
の
甚
し
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
覇
子
が
天
災
地
愛
よ
り
も
入
紙
を
策
観
し
、
後
者
を
戒
む
る
燐
以
も
亦
其
慮
に
存
す

る
と
解
せ
ら
れ
る
。
蒲
し
て
か
・
る
考
は
次
の
需
葉
に
明
か
に
看
取
撤
凝
る
で
あ
ら
う
。
邸
ち
U
く
、

　
…
…
…
癒
輪
乗
治
則
吉
癒
之
以
緑
則
凶
皮
革
蒲
驚
用
則
天
革
能
貧
養
備
爺
動
時
鋼
車
不
能
病
格
遣
下
露
球
期
天
不
黒
蟻
…
・
・
－
（
天
論
）

と
。
父
日
く
、

　
大
天
禰
患
之
敦
與
物
丁
丁
制
之
從
天
職
頒
之
慰
事
捌
天
命
総
菜
之
整
時
、
弼
待
顔
敦
與
癒
臨
蒲
無
事
…
…
…
故
錯
人
緊
密
天
運
失
萬
物
之

　
惰
（
天
論
）

と
。　

か
く
の
窪
き
天
・
入
の
思
想
よ
り
し
て
先
に
掲
ぴ
た
獅
子
の
性
に
就
い
て
蓮
べ
し
翫
を
顧
み
れ
ば
、
そ
の
黒
影
す
る
研
は
海
ら
閣
か
で
♪
6
3
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る
。
邸
ち
性
は
「
充
之
曝
し
、
換
露
す
れ
ば
入
に
於
け
る
天
の
猿
理
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
な
る
が
故
に
、
そ
れ
は
暴
悪
な
る
も
の
、
宙
己
の

存
立
を
向
塁
じ
二
身
の
・
甲
に
宥
す
る
も
の
と
雌
砿
へ
ら
れ
な
け
れ
㎡
は
な
ら
ぬ
。
か
く
解
す
る
申
争
に
よ
り
、
コ
不
可
一
指
、
不
可
遷
し
ど
さ
れ
る
所
…
…
以
も

理
愈
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
入
の
天
的
契
機
な
る
性
は
、
獅
首
謀
存
牲
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
吾
子
の
入
筆
的
努
力
に
よ
り
却

何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
が
儒
で
あ
．
る
。

　
か
く
性
と
は
人
に
於
け
る
天
の
原
理
、
入
の
天
的
契
機
な
れ
ば
、
そ
れ
は
入
の
生
れ
し
時
よ
り
醜
に
自
己
嚢
展
を
始
め
る
猫
立
自
存
な

る
も
の
、
自
然
な
る
も
の
に
し
て
、
決
し
て
入
嬬
的
努
力
を
待
つ
も
の
に
非
ざ
る
毒
は
今
零
点
・
謎
を
須
ひ
ぬ
で
あ
ら
う
。
思
子
の
吹
の
需

は
か
忍
る
意
味
と
解
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
散
名
之
在
入
者
塗
之
所
以
然
者
謂
之
、
性
姓
志
操
所
塵
凝
合
感
鷹
不
事
而
確
然
謂
之
性
…
…
…
（
薫
名
）

所
で
筍
子
に
よ
れ
ば
、
入
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
利
を
好
み
或
は
疾
悪
し
、
叉
耳
躊
等
の
欲
整
を
右
す
る
。
そ
れ
等
は
点
れ
な
が
ら
に
有

し
、
人
嬬
的
努
力
を
ま
っ
て
然
る
の
で
は
な
い
。
か
く
あ
る
か
ら
に
は
、
身
離
は
入
の
性
な
る
契
機
に
騰
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
事
は
、

至
纈
雇
田
然
と
曇
郷
は
な
け
v
れ
ば
・
な
る
出
び
い
。
蒲
…
し
て
鞍
櫃
煎
腎
に
從
ふ
時
に
は
入
は
燕
脚
に
脇
嗣
る
に
至
る
。
か
放
に
、
　
入
の
姓
は
甑
心
な
偽
・
と
漸
ぜ
・
b
れ

る
の
で
あ
る
。
郎
ち
窟
子
に
矯
く
、

　
…
…
…
人
生
蒲
お
欲
…
…
…
（
纏
論
）

　
今
人
之
性
蛋
而
有
好
利
霧
願
琵
故
幣
愚
生
浦
瀞
譲
亡
鷺
撮
影
有
疾
悪
焉
瀬
是
故
残
賊
隼
購
忠
信
亡
焉
盤
嵩
置
葺
麟
之
欲
有
好
霊
亀
焉
順

　
是
等
淫
鑑
生
而
灘
義
甲
馬
丁
、
篤
然
期
從
入
之
性
落
入
之
惰
必
峨
於
璽
奪
合
於
犯
分
世
理
蒲
麟
於
蘂
…
…
…
用
此
観
之
然
鋼
入
之
性
悪
明

　
轟
矢
…
…
…
（
性
懇
）

　
　
　
　
　
霊
子
と
鼎
愚
子
と
に
於
け
る
性
灘
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



荏80

　
　
　
　
　
暫
學
研
究
　
第
二
百
七
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷲
○

と
。
又
臼
く
、

　
若
夫
撮
好
色
耳
環
雀
口
好
垂
心
好
戦
骨
鰐
鵬
理
好
愉
礎
案
砦
雄
於
入
之
情
牲
者
也
慈
爺
霞
贈
遺
待
事
職
質
鑑
之
者
也
（
性
悪
）

と
。

　
か
く
の
難
く
考
察
し
重
れ
ば
亡
子
の
聾
悪
．
説
は
、
そ
の
奇
怪
な
る
外
児
と
、
三
っ
て
又
そ
の
駕
に
生
ぜ
る
後
世
の
非
難
疑
誘
と
に
も
拘

ら
す
、
獄
上
に
於
て
は
極
め
て
廊
廟
の
幕
張
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
菊
子
の
性
に
關
す
る
思
想
に
於
け
る
問
題
は
、
以
土
の

如
き
「
姓
悪
」
と
い
ふ
烈
に
距
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
性
と
共
に
入
の
契
機
と
せ
ら
れ
た
る
彌
の
概
念
を
次
に
と
り
王
け
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
．
る
。

　
善
の
原
理
と
し
て
の
偽
と
は
如
何
な
る
謂
か
と
い
．
識
に
、
荷
子
に
よ
れ
ば

　
…
9
：
…
心
慮
而
能
鴬
之
動
謂
之
彌
濾
積
焉
能
廃
業
蒲
後
丁
丁
勲
等
…
…
…
（
正
名
）

と
あ
．
る
。
さ
れ
ば
備
と
は
入
の
意
識
的
に
な
せ
る
意
志
酌
行
嬬
及
び
そ
れ
の
習
練
に
よ
る
一
從
っ
て
そ
れ
は
下
意
識
的
で
あ
ら
う
が
ー

ー
行
薦
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
師
ち
蠣
と
は
入
爲
の
謂
で
あ
る
。
放
に
循
は
、
先
の
牲
が
霞
然
な
る
と
は
異
り
、

吾
人
の
意
志
的
努
力
に
依
存
す
る
も
の
と
滲
へ
ら
れ
る
。
郷
ち
生
子
に
曰
く
、

　
不
可
學
不
可
事
蒲
在
入
考
謂
恩
讐
璽
學
癒
能
瑠
篠
路
成
之
講
習
者
謂
之
禰
是
牲
蠣
之
分
也
へ
性
悪
）

と
。
叉
臼
く
、

　
夫
感
而
…
、
不
漁
陥
然
必
且
待
事
颪
後
然
者
謂
之
生
於
櫨
…
（
性
悪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
。
か
く
の
如
く
軽
子
は
、
善
は
入
の
意
志
的
努
力
に
依
る
も
の
に
し
て
、
若
し
も
入
を
た
ゴ
放
置
す
れ
ば
善
の
實
現
は
断
じ
て
期
す
可
か

φ
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ら
ざ
る
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
衛
子
に
蚕
っ
て
藥
問
の
餐
象
た
る
仁
義
は
追
入
の
傷
に
製
す
る
も
の
と
さ
れ
た
．
、
蓋
し
善
の

原
理
が
彌
で
あ
る
以
上
、
灘
義
の
彌
の
契
機
に
摩
す
べ
き
は
雷
ふ
迄
も
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
儒
と
は
一
丁
の
謂
に
し
て
入
の
意
志
的

努
力
に
依
存
す
る
も
の
な
れ
ば
、
羅
問
修
養
の
至
れ
る
購
入
に
非
ざ
れ
ば
強
要
を
立
つ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
叉
禮
義
が
入
の
努
∬
姉
何

皿

に
依
存
す
る
も
の
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
が
學
問
の
封
象
と
な
る
事
が
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
入
寺
的
努
力
に
よ
り
左
右
し
得
ぬ
も
の
は
、

之
を
墨
ぶ
事
は
不
可
能
と
い
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
か
く
考
ふ
れ
ば
衛
子
の
次
の
否
も
容
易
に
肯
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
螂
ち

　
謹
義
潜
聖
入
之
所
蛋
也
入
之
所
黎
而
能
所
事
而
成
者
也
（
性
悪
〉

　
：
…
…
・
凡
禮
義
者
是
蛋
於
、
聖
入
之
難
非
故
生
於
入
之
牲
也
（
性
懇
〉

　
窟
子
の
姓
に
織
す
る
思
想
は
、
土
竈
の
難
き
二
つ
の
契
機
　
　
善
の
原
理
と
し
て
の
薦
と
悪
の
源
理
と
し
て
の
性
と
　
　
を
入
に
認
め

る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
悪
の
僚
理
た
る
牲
と
い
ふ
契
機
は
、
入
の
蹴
れ
し
時
よ
り
死
に
至
る
迄
自
己
嚢
展
を
な
す
も
の
、
入
の
意

志
的
努
力
を
ま
擁
す
し
て
並
立
幽
草
せ
る
も
の
、
好
感
な
る
も
の
で
あ
、
る
が
故
に
、
悟
入
君
子
と
難
も
小
入
と
囲
様
に
之
を
有
す
る
の
で

あ
る
。
蓋
し
牲
は
入
の
天
的
契
機
に
し
て
吾
入
の
カ
を
以
て
し
て
は
獲
ち
に
之
を
左
右
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
．
服
事
修
養
の

至
れ
る
聖
入
に
在
っ
て
も
依
然
と
し
て
之
無
き
を
得
ぬ
の
は
至
纒
當
然
の
事
と
考
へ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
撒
子
に
日
く
、

　
凡
入
之
性
者
尭
舜
之
輿
桀
籔
其
姓
一
也
君
子
之
輿
小
入
其
性
一
也
（
性
悪
）

　
…
…
…
故
聖
入
之
所
以
満
於
衆
焦
ハ
蕃
異
於
衆
考
．
性
癖
総
数
異
禰
無
謀
者
彌
也
…
：
・
…
（
性
悪
）

と
。
か
く
の
驚
く
衛
子
は
、
小
入
・
悪
入
は
鵡
輪
を
獲
た
す
、
聖
入
に
於
て
さ
へ
も
性
脚
ち
悪
の
原
理
を
認
め
る
こ
と
一
般
羅
入
と
何
等
異

る
な
し
と
難
も
、
そ
れ
と
写
像
に
他
面
、
善
の
療
事
た
る
儒
を
も
入
に
認
め
る
も
の
な
る
事
を
看
惜
し
て
は
な
ら
な
い
。
入
の
性
が
悪
な

　
　
　
　
　
孟
子
と
蔀
旬
子
と
に
於
け
る
牲
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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二

り
と
主
張
す
る
益
子
は
、
動
も
す
れ
ば
訳
解
さ
れ
る
鋪
く
人
が
悪
な
り
と
識
く
の
で
は
な
く
、
悪
の
原
理
と
し
て
の
性
な
る
契
機
と
共
に
、

善
の
原
理
と
し
て
の
欝
な
る
契
機
を
入
に
於
て
空
張
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
人
は
悪
の
可
能
性
を
右
す
る
に
止
ら
す
善
の
可
能
性
を
も

有
す
る
事
は
萄
子
の
嬰
葺
写
る
所
で
あ
る
。
廓
ち
翠
に
聖
入
の
み
に
隈
ら
す
一
切
の
入
に
か
・
る
善
の
療
理
と
し
て
の
僑
な
る
契
機
の
存

す
る
事
を
認
め
、
從
っ
て
…
、
塗
導
入
し
と
難
も
蕩
の
如
き
鍬
入
と
な
る
可
能
牲
あ
り
と
説
く
も
の
な
る
事
は
、
次
に
引
製
す
る
が
如
く
で

あ
ろ
。
邸
ち

　
塗
之
人
可
鎌
鴬
萬
掲
謂
也
日
凡
腰
輿
所
以
爲
著
者
以
其
矯
仁
義
法
置
也
然
堀
仁
義
法
正
有
可
知
驚
風
之
理
然
砺
磯
之
入
也
肯
有
可
以
知

　
仁
義
法
厩
之
質
皆
有
可
蹴
能
仁
義
法
蕉
之
凝
然
則
奨
可
以
爲
禺
翼
突
…
…
…
（
性
悪
）

但
、
備
と
は
上
に
忍
べ
た
る
如
く
全
く
入
の
意
志
的
努
力
に
依
存
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
聖
人
・
君
子
の
小
人
・
悪
入
と
異
り
て
聖
入
・
鱈

子
た
る
游
以
も
一
に
楚
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
聖
職
・
君
子
と
難
も
こ
の
意
志
的
努
力
を
止
む
る
臨
は
直
ち
に
小
罎
・
悪
入
に
韓

落
す
る
に
．
甥
し
、
小
入
・
悪
人
は
．
君
子
・
搬
入
と
な
る
可
能
性
あ
り
と
い
ふ
も
、
そ
れ
は
激
し
き
努
力
習
練
に
ま
つ
も
の
で
あ
る
。
小
入

は
意
志
的
努
力
の
積
習
に
よ
り
聖
人
と
な
る
が
故
に
、
聖
人
は
積
靡
に
よ
る
と
い
は
れ
る
が
、
聖
人
と
な
る
か
否
か
は
蚕
く
小
人
自
身
の

意
志
に
依
存
し
、
本
入
の
慧
志
に
掬
ら
す
之
を
し
て
聖
人
た
ら
し
む
る
事
は
嵩
愚
な
い
。
蓋
し
善
の
蒲
葵
た
る
備
を
入
の
意
志
的
努
力
の

鋪
何
に
よ
る
も
の
と
な
す
以
上
、
か
・
型
考
は
當
然
の
麟
結
で
あ
る
。
さ
れ
ば
現
實
に
於
て
は
聖
入
光
り
得
ざ
る
小
噺
の
存
す
る
事
も
、

小
鮎
に
黎
入
た
る
層
能
性
を
認
め
る
事
と
矛
盾
し
な
い
と
述
べ
て
、
癩
何
な
る
人
も
埋
入
と
な
る
可
能
穫
の
あ
る
事
、
換
…
箪
ワ
れ
ば
総
べ

て
の
入
に
善
の
療
理
と
し
て
の
主
な
る
契
機
を
認
む
べ
き
事
を
古
塁
は
力
説
す
る
の
で
あ
る
。
激
ち
潔
く
、

　
徐
之
入
百
姓
積
韓
着
電
蓋
謂
薄
葉
入
彼
繋
念
蒲
後
難
爲
之
葡
後
黒
髪
魚
層
後
高
喪
之
構
後
素
襖
念
入
也
者
人
之
続
積
書
…
…
…
（
入
）
積
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禮
義
面
駕
君
子
…
…
…
是
典
天
性
也
積
靡
使
然
也
…
…
…
（
儒
敷
）

　
今
使
塗
櫃
入
伏
流
儒
墨
專
心
一
志
思
索
動
輪
加
獅
縣
久
積
善
浦
不
息
則
通
於
聯
明
毒
婦
天
地
夷
故
聖
岳
者
入
之
所
積
庸
致
突
日
聖
可
積

　
而
致
然
蒲
皆
不
可
積
何
也
難
可
骨
揚
不
豊
年
豊
漁
小
人
擁
以
爲
君
子
薦
不
背
嬬
霧
子
君
子
蘭
以
爲
小
人
而
不
轟
一
4
駕
小
人
小
人
君
子
者
求

　
嘗
不
遜
以
酒
癖
也
然
浦
曲
職
爲
考
博
以
需
不
可
帆
也
故
塗
愚
計
可
受
療
萬
端
然
塗
之
入
費
嬬
禺
禾
必
然
也
錐
不
能
爲
萬
無
害
可
以
爲
禺

　
…
…
…
盃
盤
槻
之
然
電
影
以
駕
未
必
能
也
難
不
能
無
害
縛
以
混
然
則
能
不
能
之
影
藤
不
可
其
不
漁
違
突
…
…
…
（
性
悪
）

と
。　

か
く
蓮
べ
來
れ
ば
、
筍
子
の
性
に
關
す
る
思
想
は
、
性
を
悪
の
原
理
と
な
す
の
み
な
ら
す
、
そ
れ
と
共
に
善
の
原
理
と
し
て
の
偏
な
る

契
機
を
人
に
認
め
る
も
の
な
る
事
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
吾
入
は
、
窟
子
の
所
謂
性
悪
説
と
は
入
に
性
と
儒
と
の
二
契
機
を
認

め
、
爾
者
を
夫
匁
悪
と
善
と
の
原
鯉
と
な
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
際
、
筍
子
に
於
て
は
た
三
差
に
懸
者
の
纒
溺
籾

違
を
論
き
從
っ
て
爾
者
を
分
離
孤
立
化
す
る
も
の
で
は
な
い
事
に
荘
隠
せ
ら
れ
る
で
あ
．
ら
う
。
師
ち

　
…
…
…
故
日
性
者
木
始
材
朴
也
儒
者
文
理
隆
盛
也
無
性
則
鶴
之
無
識
頒
無
嬬
期
性
感
能
自
美
性
欝
合
紋
後
聖
入
之
名
…
天
下
年
功
於
燈

　
就
也
…
…
…
（
禮
論
）

と
亡
べ
て
る
る
班
よ
り
概
て
、
入
は
自
己
の
意
志
的
努
力
に
よ
り
左
右
し
得
る
煽
に
よ
っ
て
、
自
己
の
カ
を
以
て
し
て
は
直
ち
に
左
霜
す

る
を
得
ざ
る
性
に
劉
恋
し
て
ゆ
く
べ
き
事
を
説
い
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
車
止
に
於
て
吾
入
は
先
に
蓮
べ
た
筍
子
の
天
と
入
と
に
回
す

る
思
想
を
想
趨
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
典
章
で
は
入
は
自
然
な
る
天
の
事
に
封
持
す
る
に
、
入
自
身
の
力
の
下
に
あ
る
入
の
事
を
以
て
す
べ

き
事
が
詮
か
れ
た
。
今
や
入
は
人
に
於
け
る
天
の
契
機
、
從
っ
て
臨
然
な
る
牲
に
精
薬
す
る
に
、
肖
己
の
意
志
的
努
力
に
依
存
す
る
儒
を

　
　
　
　
　
孟
子
と
騨
黒
子
と
に
〔
於
け
る
性
説
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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闘

以
て
す
べ
き
事
が
説
か
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
讐
人
は
性
が
入
に
於
け
る
天
の
契
機
な
る
に
饗
し
儒
を
入
に
於
け
る
入
の
契
機
と

い
．
幽
を
得
る
で
あ
ら
う
。
僑
と
は
上
蓮
せ
し
驚
く
入
爲
の
謂
で
あ
り
、
入
に
於
け
る
特
に
入
的
な
る
契
機
な
の
で
あ
る
。
入
の
天
的
契
機

の
上
に
立
っ
て
、
人
の
入
的
契
機
な
る
煽
を
以
て
之
に
蕨
み
て
ゆ
く
事
を
説
く
考
方
と
、
天
に
淫
す
る
に
入
の
事
を
以
て
す
べ
き
を
叢
張

す
る
滲
方
キ
ほ
、
歪
く
蚊
溶
し
て
み
る
と
繋
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
即
ち
吾
吾
は
天
と
入
と
に
就
い
て
の
新
子
の
考
方
と
、
入
に
於
け
る
性

と
繍
と
に
就
い
て
の
其
の
考
方
と
が
、
杢
く
購
一
な
る
事
を
黒
海
す
の
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
こ
・
に
吾
入
に
と
り
次
の
姉
き
事
柄
が
綴
題
と
考
へ
ら
れ
て
く
る
。
師
ち
上
蓮
の
如
く
嚇
子
に
於
て
は
天
・
入
の
説
と
姓
・

慌
の
思
想
と
が
洞
…
の
考
方
に
基
き
鋭
行
關
係
に
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
に
も
拘
ら
す
、
性
を
悪
の
原
理
と
す
る
に
蛇
行
し
て
天
を
も
悪
の

振
理
と
は
せ
ざ
る
黙
で
あ
る
。
入
に
於
け
る
婦
警
契
機
が
悪
の
原
理
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
も
悪
の
原
理
と
考
へ
ら
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う

か
。
然
し
此
閣
題
に
就
い
て
は
臓
器
は
筍
子
の
言
に
明
答
を
見
撫
す
事
は
圃
難
で
あ
る
と
電
は
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
思
ふ
に
上
述
の
如
く

入
に
暫
し
て
猫
立
自
存
性
を
有
す
る
天
が
、
悪
郎
ち
道
徳
的
．
逗
懐
値
の
原
理
で
あ
る
と
な
す
事
は
無
意
唾
と
考
へ
ら
れ
る
。
我
々
の
カ
を

以
て
し
て
は
直
ち
に
之
を
左
右
す
る
を
得
ざ
る
居
然
な
る
も
の
は
、
道
徳
的
橿
植
鋼
噺
の
提
言
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。
道
徳
的
償

簸
或
は
反
償
値
を
荷
ひ
得
る
の
は
、
吾
人
の
資
任
に
於
け
る
も
の
、
従
っ
て
二
、
の
限
り
に
於
て
轡
入
の
カ
の
下
に
あ
る
も
の
、
落
ち
天
の

事
に
費
す
し
て
入
の
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
し
て
性
は
［
、
不
珂
藥
不
着
事
」
な
り
と
は
號
も
面
も
　
、
妻
入
膏
」
な
る
が
故
に
こ
そ
、

そ
れ
は
悪
の
原
理
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
入
に
於
け
る
天
的
契
磯
を
悪
の
原
理
と
な
す
も
天
を
悪
の
原
理
と
は
な
さ
ざ
る
事

は
至
當
の
事
と
需
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
か
く
の
如
く
し
て
結
局
藷
入
は
勢
子
の
所
謂
姓
悪
詮
は
入
に
善
と
悪
と
の
爾
方
の
擁
能
性
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
事
が
懸
來
ろ
で
あ



・1，95

ら
う
。
邸
ち
善
の
原
理
と
し
て
の
盤
と
、
悪
の
原
斑
と
し
て
の
性
と
の
二
契
機
が
入
に
存
す
る
事
を
、
筍
子
は
博
く
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事

が
、
上
に
蓮
べ
し
斯
よ
り
し
て
傭
ち
れ
る
で
あ
ら
う
へ
註
難
。
尤
も
そ
の
際
、
性
の
契
機
は
入
の
努
力
を
ま
た
す
し
て
自
ら
存
立
獲
展
す
る
も

の
で
あ
る
に
早
し
て
、
橘
の
契
機
は
本
來
、
入
の
意
志
的
努
力
に
発
然
依
存
す
る
も
の
と
さ
れ
て
み
る
。
從
っ
て
入
に
善
の
原
理
と
し
て

の
備
な
る
契
機
が
存
す
る
と
い
ふ
の
も
、
そ
れ
は
そ
の
人
露
身
の
努
力
に
於
て
存
す
る
と
い
ふ
事
に
他
な
ら
な
い
の
は
、
断
る
ま
で
も
な

い
で
あ
ら
う
。
質
し
て
入
は
性
な
る
契
機
に
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
入
に
於
け
る
天
の
契
機
に
癒
じ
之
に
封
慮
す
る
に
、
人
に
於
け
る
入
の
契

機
を
、
廓
ち
僑
な
る
契
機
を
場
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
脚
さ
れ
て
る
る
事
は
綱
蓮
の
如
く
な
の
で
あ
る
。

　
註
二
　
入
紙
が
如
何
な
る
竜
の
を
意
味
す
る
か
は
次
の
空
子
の
文
に
よ
っ
て
労
る
で
あ
ら
う
。
郎
ち

　
　
　
　
　
糟
耕
傷
稼
絵
描
失
蕨
敵
瞼
失
疑
周
腹
稼
惑
雑
賢
民
飢
蓮
論
意
死
入
夫
最
之
鎌
入
蔵
置
令
不
明
翠
錯
不
蒔
議
事
不
理
央
是
之
調
入
蕨
禮
嚢
不
惰
内

　
　
　
　
　
外
無
別
男
女
淫
鼠
瑚
父
子
相
疑
上
下
乖
離
勉
二
三
棄
豊
漁
之
謂
入
妖
…
…
…
（
天
論
）

舐証
四露

「
雁
…
之
以
治
」
の
「
之
」
は
「
天
」
を
指
す
Q

但
、
次
の
一
條
だ
け
は
恰
も
魅
の
契
機
よ
り
儒
の
契
機
を
導
出
す
る
も
の
の
如
き
糊
が
あ
る
Q
邸
ち
緩
く
、

　
凡
人
書
論
爲
鞍
砦
爲
性
悪
晶
群
灘
願
彫
葱
願
美
挾
願
廣
貧
瀬
富
賎
願
貴
筍
綴
織
中
隔
購
求
指
墨
故
富
蒲
不
願
財
貴
蒲
志
願
獄
粉
霧
之
中
者
必
不

　
及
於
外
用
既
職
之
人
之
欲
爲
離
ロ
表
爲
性
悪
也
（
性
．
懸
）

と
Q
然
し
雫
ら
誓
人
は
、
難
文
に
す
ぐ
驚
風
い
て
次
の
如
く
蓮
べ
て
る
る
駈
よ
り
み
て
、
歌
島
が
性
よ
り
爲
を
導
殺
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は

な
い
と
思
ふ
O
師
ち

　
今
人
之
性
岡
無
禮
義
：
・
…
：
・
性
不
知
禮
義
…
・
…
－
然
則
生
熟
已
鯉
入
無
縄
義
不
知
禮
義
…
・
：
；
（
性
悪
）

聰
し
て
美
文
粥
に
よ
れ
ば
、
元
刻
下
く
に
は
「
生
而
己
」
が
「
性
禰
己
」
と
な
っ
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
さ
れ
ば
葡
子
の
主
張
せ
む
と
す
る
燐
は
、

人
に
は
性
の
契
機
以
外
に
愚
な
る
契
機
が
鞍
の
地
盛
と
し
て
認
め
ら
る
べ
き
だ
と
い
ふ
に
在
る
と
解
せ
ら
る
か
ら
で
あ
る
。
人
は
悪
の
原
理
た
る

　
流
子
と
笏
子
と
に
於
け
る
性
説
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



姦86

　
哲
學
研
究
　
第
二
胃
七
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

性
の
み
に
謎
き
ず
し
て
、
姓
は
た
胡
人
の
一
契
機
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
解
し
て
こ
そ
、
始
め
て
「
人
之
欲
爲
善
嚢
爲
性
悪
也
」
と
い
ふ
黙
が
理
愈
せ

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
以
上
に
陳
べ
來
つ
た
如
き
立
場
よ
り
し
て
嚇
子
は
孟
子
の
牲
説
に
饗
し
て
批
評
を
爲
し
て
贋
る
が
、
そ
の
非
難
す
る
所
は
特
に
吹
の
如

き
二
錨
が
そ
の
主
要
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
郎
ち
日
く
、

　
孟
子
臼
今
入
之
性
善
將
蝦
蟹
喪
其
牲
放
也
日
算
是
財
過
突
介
入
之
性
崖
而
離
其
屋
離
其
資
必
葉
蘭
喪
之
勘
此
襯
之
然
則
人
之
性
悪
明
突

　
：
・
…
…
（
性
悪
）

　
孟
子
日
人
之
墨
者
敵
ハ
韓
善
口
是
不
然
是
不
及
知
入
之
性
葡
不
察
乎
入
之
性
僑
之
聾
者
也
（
性
悪
）

と
。
邸
ち
前
者
は
、
入
は
皆
生
れ
な
が
ら
に
し
て
輸
子
の
需
ふ
が
錦
き
善
な
る
牲
か
ら
離
れ
て
み
る
と
い
ふ
事
實
よ
り
し
て
孟
子
の
煙
善

説
を
葬
と
せ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
墨
の
原
理
を
牲
に
置
く
事
を
諜
と
し
て
孟
子
は
牲
と
蠣
と
の
違
を
辣
へ
ざ
る
も
の
な
り
と
雷
ふ
の

で
あ
る
。
か
》
る
批
評
は
齢
蓮
せ
る
が
如
き
筍
子
の
所
説
よ
り
す
れ
ば
尤
も
な
事
と
考
へ
ら
れ
る
。
師
ち
舞
子
に
よ
れ
ば
、
牲
は
入
に
於

け
る
天
的
契
機
に
し
て
、
豫
ら
存
立
嚢
秘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
人
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て
性
を
離
れ
る
と
い
ふ
事
は
あ
り
得
ざ

る
所
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
性
な
る
契
機
は
入
の
意
志
的
努
力
を
ま
た
す
し
て
幾
展
活
動
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
入
の
慮
れ
な
が
ら

に
し
て
意
志
的
努
力
に
よ
ら
ざ
る
歌
態
は
此
性
の
契
機
に
基
ぐ
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蒲
し
て
入
を
そ
の
ま
Σ
に
放
置
す
れ

ば
悪
に
陥
る
が
、
之
も
自
己
の
存
寛
礎
展
を
麟
移
譲
身
に
於
て
な
す
轍
の
契
機
に
よ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
彌
な
る
契
機
は
全
く
入
の
意
志

的
努
力
に
依
存
す
る
も
の
な
れ
ば
、
雄
れ
な
が
ら
の
歌
態
、
元
來
意
志
的
努
力
を
な
さ
す
し
て
敏
験
せ
る
階
の
歌
態
を
之
に
基
く
も
の
と



す
る
事
は
鐵
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
薙
に
煮
て
性
な
る
契
機
は
悪
の
原
理
な
り
と
漸
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
Q
か
く
し
て
性
は
悪
に

し
て
孟
子
性
善
の
説
は
談
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
學
は
欝
ふ
迄
も
な
く
入
卓
出
な
る
も
の
、
入
の
意
志
的
努
力
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
か
・
る
以
上
、
畢
の
原
理
を
、
入
の
意
志
的
努
力
を
ま
た
す
し
て
慮
ら
存
霊
嚢
展
を
な
す
牲
に
存
す
る
も
の
と
な
す
事
は
、

大
い
な
る
過
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
入
に
於
け
る
鶴
の
契
機
こ
そ
は
學
の
原
理
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
充
っ
て
先
に
蓮
べ
た
る

如
く
窟
子
に
於
て
は
、
面
縛
の
儒
に
蛋
す
と
さ
れ
る
禮
義
が
畢
の
獄
象
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
孟
子
は
入
の
二
契
機
漁
る
性
・

儒
の
差
溺
を
知
ら
ざ
る
も
の
と
筍
子
の
評
す
る
所
以
も
理
會
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
か
く
の
如
く
窟
子
の
立
場
に
立
つ
眼
り
そ
の
蛭
子
に
鋤
す
る
批
評
は
一
答
常
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
然
し
果
し
て
孟
子
に
於
て

は
か
・
る
言
為
の
明
か
に
認
め
ら
れ
る
説
を
主
張
し
て
み
る
の
で
あ
ら
う
か
。
所
謂
孟
子
の
牲
蒜
説
は
郎
何
に
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う

か
。
恵
庭
に
於
て
繕
言
は
蓋
子
の
説
く
所
を
考
察
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
孟
子
の
性
に
關
す
る
思
想
を
理
會
す
る
事
に
依

り
、
薫
荷
二
子
性
説
の
繭
異
に
就
い
て
多
少
と
も
得
る
所
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
　
…
見
し
た
所
、
全
く
翻
反
す
る
性
説
を
唱
へ
る
二
子

が
、
然
も
共
に
孔
子
を
組
幽
す
る
事
、
覇
に
陳
べ
た
る
が
癩
く
で
あ
る
を
見
れ
ば
、
か
》
る
灘
を
間
題
と
す
る
の
も
意
義
な
し
と
せ
ぬ
で

あ
ら
う
。

干
て
孟
子
が
「
推
善
』
を
主
張
し
た
事
は
命
毛
君
ふ
迄
も
な
く
凋
知
の
通
り
で
あ
る
。
孟
子
の
中
に
も
次
の
嬬
く
記
測
れ
て
み
る
。
廓

ち

4S7

孟
子
凱
迫
激
縞
叢
旧
：
・
：
…
・
（
駿
丈
公
・
上
）

　
　
　
　
菰
子
と
筍
子
と
に
於
け
る
性
説
に
就
い
て

五
七
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然
し
乍
ら
吾
入
は
そ
の
挫
に
就
い
て
蓮
べ
て
る
る
所
を
槻
る
と
、
理
會
に
甚
だ
困
難
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
孟
子
の
説
く
所
は
多
岐
に

亙
り
首
尾
一
貫
せ
ざ
る
も
の
・
如
き
観
が
あ
る
。
そ
れ
は
或
は
後
世
の
附
撫
に
よ
る
も
の
で
も
あ
ら
う
。
だ
が
兎
に
も
角
に
も
吾
入
は
こ

の
古
來
有
名
で
あ
り
な
が
ら
而
も
甚
だ
し
く
難
解
な
る
牲
説
の
理
禽
な
敢
て
企
て
る
事
と
し
よ
う
。
從
っ
て
以
下
に
述
べ
る
所
は
一
他

の
場
合
に
於
て
も
掴
よ
り
洞
様
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
於
て
は
特
に
1
一
つ
の
試
み
に
他
な
ら
な
い
。

　
先
づ
孟
子
の
所
謂
性
と
は
如
穂
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
讐
入
は
此
黙
に
就
い
て
考
察
せ
む
が
爲
に
、
孟
子
の
翰
墨
を
引
く
事
と
し
よ

う
。
邸
ち

　
孟
子
日
口
之
於
味
也
騰
回
之
於
韓
》
也
耳
．
之
於
軸
蝉
庸
評
弊
之
脇
臭
・
也
鰻
肢
音
痴
安
…
伏
霜
〕
性
癌
：
：
：
・
：
（
誰
心
．
下
）

右
の
文
の
み
で
は
其
の
解
繹
は
極
め
て
不
明
瞭
池
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
次
の
丈
を
見
れ
ば
そ
こ
に
理
會
の
曙
光
を
認
め
得
ら
れ
は
し

な
い
で
あ
ら
う
か
。
即
ち
硫
子
に
目
く
、

　
…
…
…
故
凡
同
類
者
輔
養
似
也
何
猫
調
帯
入
而
疑
之
聖
入
與
我
嗣
類
意
故
龍
子
日
不
知
足
而
爲
籐
我
傭
其
不
薦
費
也
鷹
之
耀
似
天
下
之

　
足
守
也
口
之
於
瞭
藁
箒
誉
也
易
牙
先
導
我
臼
之
所
識
者
也
姉
儲
口
之
於
瞭
也
其
性
與
入
墨
若
犬
馬
之
輿
我
不
能
類
也
則
天
下
誓
書
皆
從

　
易
牙
之
於
味
也
至
於
下
天
下
期
於
器
品
是
天
下
之
口
遊
似
也
惟
耳
亦
然
至
於
聲
天
下
期
於
師
蝋
型
天
下
之
業
繋
…
似
也
惟
麟
亦
然
棄
於
子

　
都
督
索
莫
不
等
其
妓
也
不
知
「
子
欝
欝
妓
者
無
論
皆
也
敏
日
影
之
書
味
也
有
罰
書
軸
耳
之
於
聲
也
右
樹
聴
焉
麟
之
於
立
撃
有
弼
美
焉
至
於

　
心
鵜
胃
無
所
鴇
岡
然
乎
：
・
：
：
：
（
告
子
．
上
）

と
。
か
・
る
所
説
よ
り
見
て
言
入
は
孟
子
の
牲
と
い
・
識
概
念
を
多
少
規
定
す
る
事
が
幽
來
る
で
あ
ら
う
。
邸
ち
孟
子
に
よ
れ
ば
、
類
を
澗

じ
う
す
る
も
の
は
、
他
の
類
の
も
の
と
は
異
っ
て
、
必
ず
一
定
の
特
質
を
府
す
る
と
主
張
す
る
も
の
の
様
に
思
は
れ
る
。
詳
養
す
れ
ば
、
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本
來
、
口
は
如
何
な
る
欝
と
錐
も
耳
賢
等
と
異
り
味
を
辮
題
し
て
よ
き
瞭
を
嗜
み
、
耳
は
元
來
、
目
下
等
と
異
り
苦
聲
を
辮
聴
し
て
よ
き

著
聲
を
聴
く
事
を
欲
し
、
口
は
目
耳
等
と
異
り
色
や
形
を
辮
崩
し
て
よ
き
色
や
形
を
美
な
り
と
し
て
之
を
見
る
事
を
好
む
。
か
測
る
一
定

の
類
の
有
す
る
一
定
の
特
質
を
指
し
て
孟
子
は
牲
と
骸
融
け
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
性
と
は
孟
子
に
在
っ
て
は
魚
類
が
他
の
類
に
比
し

て
蜀
嚇
す
る
特
異
な
る
牲
質
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
性
の
意
味
す
る
所
が
或
一
纈
の
も
の
に
共
通
に
し

て
罎
有
な
る
特
質
で
あ
る
な
ら
ば
、
類
を
異
に
す
る
に
從
っ
て
性
は
異
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
性
と
は
或
類
を
し
て
他
の
類
に

澄
し
て
そ
の
類
た
ら
し
む
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
他
の
類
に
嚇
し
て
・
て
の
類
が
そ
の
冠
た
る
所
以
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か

凝
る
類
に
無
宿
な
る
特
質
を
、
或
類
を
し
て
そ
の
類
九
ら
し
め
て
み
る
所
凱
の
も
の
を
、
孟
子
は
性
と
書
ふ
以
外
に
ま
た
儲
蓄
は
才
と
も

呼
ぶ
斎
食
か
あ
る
襟
で
あ
る
。
勿
論
、
性
・
構
・
才
は
全
く
認
一
と
い
ふ
課
で
は
な
く
、
そ
こ
に
二
浩
ア
ン
ス
の
違
が
あ
り
、
從
っ
て
嚴

密
に
は
臓
鋼
さ
る
べ
き
で
も
あ
ら
う
が
、
大
難
に
於
て
認
様
の
謂
と
考
へ
て
蕪
斜
な
い
で
あ
ら
う
（
白
き
。

　
孟
子
に
於
け
る
性
と
い
ふ
概
念
が
避
圭
の
如
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
放
に
、
そ
れ
は
窟
子
の
場
余
に
於
け
る
が
続
く
入
に
の
み
眼
ら

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
蔚
子
に
在
っ
て
は
牲
は
入
に
於
け
る
天
的
契
機
で
あ
り
、
從
っ
て
牲
と
い
ふ
概
念
は
「
男
名
之
玄
義
潜
」
と
し

て
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
事
は
前
に
引
用
せ
る
所
の
癩
く
で
あ
る
。
之
に
評
し
て
予
予
に
於
て
は
、
「
犬
之
性
」
、
「
牛
之
性
」
、
「
人
之
牲
」
と
い

ふ
が
如
き
需
葉
の
見
患
さ
れ
る
事
は
左
記
の
勢
く
で
あ
．
る
。
蜘
ち

告
子
日
生
之
謂
性
孟
子
目
生
之
謂
野
獣
猴
臼
之
謂
自
輿
騒
然
自
％
之
臼
也
猫
白
雪
之
白
白
雪
之
白
猫
白
斎
言
白
輿
臼
然
然
姻
犬
之
性
猴

　
牛
之
性
牛
之
性
猫
人
之
性
與
（
告
子
・
上
）

此
礎
に
於
て
は
孟
子
は
、
犬
・
牛
・
入
に
は
夫
よ
異
れ
る
特
質
の
存
す
る
事
を
主
張
す
・
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
其
等
は
互
に
類
を
異
に

　
　
　
　
　
読
子
と
鷺
側
子
と
に
於
け
る
性
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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せ
る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
類
の
特
質
た
る
牲
は
決
し
て
嗣
…
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
性
は
其
等
の
類
を
し
て
夫
・
互
に
異
れ
る

言
触
の
類
九
ら
し
む
る
も
の
を
意
味
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
署
し
て
孟
子
の
主
な
る
關
心
は
入
と
い
ふ
類
の
特
質
に
あ
り
、
從
っ

て
そ
の
「
性
善
」
と
い
ふ
は
入
の
聾
を
善
な
り
と
説
く
も
の
で
あ
る
事
は
煮
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
．

　
然
ら
ば
次
に
、
人
の
牲
は
読
日
な
り
と
嘗
ふ
そ
の
輯
と
は
如
何
な
る
意
味
と
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
・
7
か
。
思
入
は
此
黙
、
へ
考
察
の
歩
を

進
め
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
左
に
引
く
庶
子
の
文
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
善
を
爲
す
再
製
性
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
～
癒
理
會
患
來

る
。
即
ち

　
孟
子
日
乃
若
其
情
則
璽
以
爲
善
突
乃
所
謂
善
也
若
夫
爲
不
善
非
才
之
罪
也
（
樹
子
・
上
）

然
し
乍
ら
此
際
吾
入
の
蒼
蒼
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
入
の
牲
が
善
を
儒
す
擁
能
牲
に
存
す
る
、
換
蝕
す
れ
ば
善
の
原
理
を
有
す
る
鮎

に
於
て
、
入
と
い
ふ
．
類
に
圏
有
に
し
て
從
っ
て
例
入
に
も
共
通
な
り
と
考
へ
ら
れ
る
特
質
が
認
め
ら
れ
る
と
い
ふ
事
は
、
決
し
て
入
に
は

善
を
写
す
博
能
性
の
み
が
認
め
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
事
で
あ
る
。
孟
子
が
人
に
悪
を
思
す
可
能
性
を
も
認
め
て
み
る
事
は
、
土
記

の
引
用
交
に
覧
て
既
に
火
を
重
る
よ
り
も
明
か
な
り
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
た
“
孟
子
は
悪
の
原
理
が
性
に
あ
ら
ざ
る
事
を
説

く
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
孟
子
の
所
謂
性
善
説
と
は
、
入
と
い
ふ
類
が
犬
馬
そ
の
他
の
類
に
鋤
し
て
有
す
る
特
質
は
善
を
爲
す
可

能
牲
に
存
す
る
、
善
の
原
理
こ
そ
は
人
に
特
製
な
る
も
の
で
あ
る
と
甲
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
彼
は
そ
れ
と
岡
時
に
他
面
、
入
に
悪

を
令
す
可
能
性
を
も
認
め
て
み
る
と
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
鰻
命
、
悪
は
其
の
原
因
が
外
物
の
誘
惑
等
、
環
境
其
他
に
塾
せ
ら
れ
る

に
し
て
も
、
入
に
悪
を
凝
す
籔
能
牲
が
認
め
ら
る
・
が
放
に
こ
そ
馬
入
或
は
悪
才
と
い
ふ
も
の
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
孟
子
は

入
に
就
い
て
「
牲
善
」
を
力
説
す
る
と
は
難
も
、
そ
れ
は
決
し
て
入
に
悪
の
葛
能
惟
を
認
め
ざ
る
も
の
と
解
す
べ
か
ら
ざ
る
事
は
、
次
の
如
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き
需
葉
よ
り
し
て
も
明
か
に
看
取
せ
ら
れ
る
。
郎
ち
孟
子
に
ほ
く
、

　
…
…
…
膿
有
気
陵
有
小
憩
無
生
小
害
虚
無
以
賎
尊
貴
養
畜
小
辞
書
小
人
養
其
隠
者
駕
大
入
…
…
－
（
告
子
．
上
）

　
公
都
子
陶
単
鉤
世
人
也
丁
丁
大
入
或
爲
糊
入
何
等
孟
子
口
聖
霊
ハ
大
器
爲
大
入
諸
等
小
輪
爲
書
入
…
…
…
（
告
子
・
上
）

と
。
叉
日
く

　
孟
．
子
日
富
歳
予
山
羊
韻
凶
歳
子
弟
多
暴
非
天
際
鼻
熊
、
爾
殊
也
其
所
以
絡
溺
磁
心
者
然
也
…
…
…
（
告
子
．
上
）

　
…
…
…
展
性
之
善
也
参
着
之
就
下
諸
人
無
学
不
善
水
無
右
不
平
前
失
熱
帯
而
講
説
再
使
過
半
激
爺
都
議
胃
使
番
由
等
量
水
之
性
哉
其
勢

　
期
然
也
入
之
擁
使
爲
不
善
興
、
性
亦
猫
是
也
（
告
子
．
上
）

と
。　

か
く
既
に
陳
べ
た
る
聡
く
、
㌶
子
の
性
善
訟
と
は
入
に
瞬
右
な
る
特
質
が
善
を
歯
す
可
能
牲
を
右
す
る
鰍
灘
に
存
す
る
事
を
主
張
す
る
も

の
と
解
せ
ら
れ
る
。
入
と
い
ふ
類
が
犬
・
牛
・
編
等
の
他
の
類
、
郎
ち
一
言
に
約
せ
ば
禽
獄
に
撮
し
て
有
す
る
特
質
は
、
善
の
原
理
を
有

す
る
事
な
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
孟
子
が
入
に
悪
の
可
能
性
を
認
め
ぬ
も
の
で
は
決
し
て
な
い
事
は
上
述
の
諄
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か

か
る
善
悪
爾
方
の
可
能
性
を
有
す
る
入
の
特
質
を
善
の
原
理
を
有
す
る
顯
に
認
め
る
と
い
ふ
事
は
鋤
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ

は
　
見
矛
盾
と
さ
へ
思
は
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
然
し
懸
っ
て
考
へ
て
み
る
に
、
善
が
眞
に
霧
た
る
の
意
味
を
十
分
に
有
す
る
事
を
得
る

の
は
、
そ
れ
が
悪
に
裏
付
け
ら
れ
て
み
る
時
に
於
て
の
み
で
は
な
か
ら
う
か
。
善
悪
読
方
へ
の
適
応
性
を
有
す
る
雑
煮
に
の
み
善
は
始
め

て
善
で
あ
り
得
る
。
從
っ
て
孟
子
の
所
灘
、
牲
善
」
も
、
人
が
善
悪
爾
方
の
可
能
性
あ
る
所
に
嘗
て
善
を
選
ん
で
悪
を
捨
つ
る
事
に
人
の
特

質
あ
り
と
認
め
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
孟
子
と
筍
子
と
に
於
け
る
性
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



翻2
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六
二

　
所
で
此
麗
に
瀧
意
せ
ら
る
べ
き
黙
は
、
か
・
る
善
悪
斜
方
の
可
能
牲
あ
る
研
に
於
て
善
を
爲
す
事
を
入
の
懸
有
な
る
特
質
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
麟
右
と
い
ふ
意
味
は
存
在
的
・
時
間
的
に
解
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
償
値
的
・
論
理
的
に
の
み
理
會
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
と

い
ふ
事
で
あ
る
。
入
は
上
議
の
古
く
善
悪
何
れ
へ
も
の
可
能
牲
を
有
す
る
が
故
に
悪
を
遇
す
場
合
も
あ
る
課
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
入
を

し
て
禽
獣
等
に
醜
し
て
入
た
ら
し
め
て
み
る
も
の
に
、
欝
ひ
換
へ
れ
ば
入
の
牲
に
背
く
事
に
な
る
か
ら
、
そ
の
時
は
も
は
や
そ
の
入
は
禽

獣
に
異
ら
ざ
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
眞
に
入
で
あ
る
と
は
嘗
へ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
善
の
原
理
を
有
す
る
と
い
ふ
事
が
入

と
い
ふ
類
に
悶
虜
な
る
特
質
で
あ
り
、
入
の
入
た
る
傍
受
で
あ
り
、
從
っ
て
そ
の
意
味
に
於
て
入
は
樹
入
と
難
も
砦
有
す
る
所
で
あ
る
の

だ
が
、
蒲
も
そ
れ
に
も
拘
ら
す
か
・
る
園
有
の
特
質
、
邸
ち
牲
は
失
は
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
求
め
て
の
み
得
ら
れ
る
も
の
と
い
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
孟
子
に
日
く
、

　
思
懸
獣
心
入
皆
有
之
蓋
悪
之
心
入
論
難
之
恭
敬
之
心
入
皆
お
之
是
雰
艶
美
入
皆
有
之
捌
隠
之
心
仁
也
蓋
悪
之
心
義
也
恭
敬
之
心
禮
也
贔

非
垂
心
智
也
仁
義
熱
熱
非
黙
黙
礫
我
也
雲
脚
有
之
也
鰻
登
耳
奥
故
臼
求
期
得
之
潜
思
失
之
或
癌
倍
蕪
葡
無
算
者
不
能
識
黒
藻
者
也
（
欝

　
子
・
上
）

　
事
事
口
牛
山
之
木
製
美
談
以
奨
、
郊
於
大
國
也
溜
塗
伐
之
可
以
爲
美
乎
是
其
籍
夜
之
所
息
雨
露
之
所
潤
非
無
雄
蘂
塾
生
．
．
焉
牛
羊
叉
從
穂
牧

　
之
是
機
業
彼
濯
機
運
入
見
箕
、
灘
濯
也
坦
爲
未
本
有
材
焉
跳
堂
山
之
性
也
哉
賢
愚
乎
人
蝦
腰
無
に
義
之
心
裁
其
漸
蹴
放
其
良
心
者
亦
猫
斧

斤
之
於
木
也
旦
旦
薦
伐
之
頭
獄
爲
美
乎
其
目
夜
之
所
息
楽
旦
之
氣
其
好
悪
典
入
韻
近
也
考
幾
希
則
其
旦
喪
之
所
爲
有
浩
亡
之
突
楼
之
反

覆
恥
其
夜
氣
不
足
以
存
夜
氣
不
足
蝦
存
期
其
違
禽
蹴
不
違
実
入
見
其
禽
獣
也
蒲
以
爲
未
嘗
有
才
焉
者
是
嶽
人
影
翼
翼
哉
…
…
・
－
（
臨
享
．

　
上
）
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と
◎
蒲
し
て
か
・
る
考
方
は
、
孟
子
の
か
の
有
名
な
る
四
端
の
説
に
於
て
巽
、
の
籏
充
を
説
く
の
と
も
照
疑
し
て
る
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
師

ち
田
く
、

　
…
…
…
今
人
乍
見
懸
子
將
入
於
井
轡
有
繍
傷
測
隙
之
心
非
所
以
内
交
響
儒
子
之
父
綴
也
非
所
以
要
樫
於
恭
謙
…
期
友
也
葬
悪
其
聲
而
然
也

　
由
是
悪
寒
無
糖
隠
之
心
非
入
繋
駕
濫
悪
之
心
非
人
也
無
蓋
譲
之
論
議
総
轄
無
識
雰
之
心
非
議
也
黒
馬
之
心
仁
之
端
也
蓋
悪
之
心
義
之
端

　
也
癖
譲
之
心
禮
之
端
也
是
非
之
心
智
之
端
買
入
之
膚
是
西
端
也
猫
其
右
翼
膿
也
有
是
極
端
而
徴
証
不
能
黒
髪
念
者
駁
説
其
君
不
能
青
賊

　
其
前
者
也
凡
有
四
端
魚
串
者
知
皆
搬
欝
充
之
実
藤
火
之
奮
然
泉
之
始
蓬
荷
能
充
之
足
以
楳
四
海
葡
不
充
之
不
足
難
事
父
母
（
公
孫
丑
・
上
）

と
Q

　
か
く
し
て
性
と
は
既
蓮
せ
る
が
如
く
或
類
が
他
の
類
に
比
し
て
有
す
る
特
質
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
從
っ
て
入
の
性
と
は
入
と
い
ふ

類
が
犬
・
馬
・
牛
等
の
他
の
類
、
郎
ち
禽
蹴
に
比
し
て
特
窮
せ
る
も
の
の
謂
と
考
へ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
入
が
入
た
る
限
り
に
於
て
は
、
核

提
の
童
と
難
も
入
の
牲
は
之
を
画
有
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
牲
は
上
記
の
如
く
雛
亡
母
失
さ
れ
得
る
も
の
、
求
め
て
の
み
得

ら
れ
舎
け
ば
失
ふ
も
の
な
の
で
あ
る
。
流
し
て
性
と
は
他
の
．
類
に
焦
し
て
そ
の
．
類
を
し
て
そ
の
類
た
ら
し
め
て
み
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

入
の
性
を
右
せ
ざ
る
も
の
は
入
で
は
な
い
と
い
ふ
事
に
な
る
。
入
が
人
た
り
得
る
の
は
、
入
が
陽
端
を
搬
聾
し
蕃
な
る
牲
を
失
は
ざ
る
隈

り
に
於
て
の
み
な
の
で
あ
る
。
入
が
善
な
る
性
を
失
へ
ば
禽
蹴
と
異
る
な
き
も
の
、
入
に
諜
ざ
る
も
の
と
鴬
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
の
姉
く
考
へ
來
れ
ば
入
の
牲
を
警
な
り
と
い
ふ
も
、
そ
の
牲
は
決
し
て
完
威
的
・
閲
定
的
な
る
も
の
で
は
な
く
、
装
入
霞
身
に
よ
り
之

を
嚢
展
せ
し
め
る
事
も
叉
喪
失
す
る
事
も
翫
來
る
も
の
、
魏
ち
生
塵
的
・
行
儒
的
な
る
も
の
と
君
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
孟
子

こ
ヨ
く
、

　
　
　
　
　
孟
子
と
浮
子
と
に
於
け
る
性
説
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
三
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六
四

　
霊
子
β
人
之
所
以
異
於
禽
獣
者
幾
希
庶
蔑
去
之
漕
子
嚢
之
…
…
…
（
離
婁
．
下
）
　
　
　
　
　
甲

と
。
「
入
之
所
以
異
於
禽
獣
者
」
と
は
禽
獣
に
饗
し
て
入
を
し
て
入
た
ら
し
む
る
も
の
、
禽
獣
に
凝
し
て
入
に
特
有
な
る
も
の
で
あ
り
、
入
の

種
に
他
な
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
從
っ
て
善
な
る
性
が
人
と
い
ふ
類
に
瞬
右
で
あ
る
と
い
・
諦
も
、
そ
の
瞳
膚
と
い
ふ
意
味
は
存
在
的
・

愚
問
的
に
解
す
る
事
は
臓
來
な
い
。
そ
れ
は
領
値
的
・
論
理
的
な
る
意
味
に
於
て
の
み
理
要
す
る
事
を
得
る
で
あ
ら
う
。
狂
し
て
譲
子
が

露
暴
唐
棄
を
嚴
に
戒
め
た
所
以
も
亦
其
慮
に
存
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
郎
ち
口
く
、

　
孟
子
日
自
暴
騰
不
可
與
、
賓
翼
也
自
棄
者
、
不
可
輿
右
塗
下
…
…
…
（
離
婁
．
上
）

と
。
賢
慮
に
於
て
甚
入
は
孟
子
に
於
け
る
牲
の
概
念
は
饗
象
的
・
静
的
．
完
成
的
に
解
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
古
地
約
・
鋤
的
・
盤
趨

的
に
の
み
理
醸
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
尤
も
之
は
難
解
な
る
考
で
も
あ
ら
う
が
、
然
し
か
・
る
考
方
を

し
な
け
れ
ば
孟
子
の
駈
説
は
理
愈
す
る
能
は
ざ
る
事
と
な
る
。
か
く
し
て
唇
入
に
と
っ
て
は
、
上
に
述
べ
來
つ
た
如
き
意
味
に
於
て
の
み

孟
子
姓
善
の
詮
は
理
倉
さ
れ
得
る
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
謡
識
　
例
へ
ば
胡
蓮
の
如
き
は
次
の
如
く
述
べ
て
み
る
、
郎
ち

　
　
　
　
上
文
引
孟
子
一
段
中
的
国
恥
隔
晒
蝋
秘
料
的
材
。
孟
子
購
倣
『
性
臨
的
、
只
市
議
本
來
的
質
料
、
灰
手
稲
子
書
中
『
性
』
孚
『
外
転
掌
『
情
隔
字
可
以
左
相

　
　
　
　
逝
灘
Q
（
申
國
糎
學
史
大
繍
∵
毬
上
・
二
翼
九
十
頁
）

　
謡
六
　
「
人
無
有
望
警
」
と
い
ふ
褒
現
は
殿
密
に
は
精
確
と
は
雷
へ
な
い
。
そ
の
意
賑
す
る
衝
が
、
入
の
性
に
不
善
な
し
と
い
ふ
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
類

　
　
　
　
は
、
既
引
用
句
の
絡
「
に
於
て
「
八
之
可
嘉
日
…
、
不
譲
〔
鷺
ハ
性
亦
猜
蓬
也
」
と
あ
る
所
…
よ
り
明
白
な
り
と
…
冨
っ
て
よ
か
ら
う
○



　
　
　
孟
子
の
血
餅
性
善
論
が
上
に
陣
べ
來
つ
九
如
き
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
先
に
聾
し
救
る
郷
き
筍
子
が
孟
子
に
麗
し
て
な
せ
る
批

　
　
評
は
、
藪
に
夏
め
て
考
へ
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
紙
子
の
需
要
な
る
非
難
の
一
つ
は
、
銑
蓮
の
如
く
、
入
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
灰
謂

　
　
平
な
る
性
を
失
っ
て
み
る
と
い
ふ
慕
實
に
本
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
，
入
は
掌
れ
な
が
ら
の
ま
、
に
何
等
意
志
約
努
力
を
頒
へ
す
し
て
敏
置

　
　
す
る
時
に
は
悪
に
隈
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
よ
り
し
て
燕
子
は
牲
を
悪
な
り
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
允
。
構
子
に
於
て
は
性
と
は
入
の

　
　
意
志
的
努
力
を
ま
た
す
し
て
自
ら
存
立
獲
展
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
放
に
、
か
・
る
批
評
は
常
然
の
事
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
孟
子

　
　
に
於
て
は
性
と
は
或
類
が
他
の
類
に
駕
し
て
領
す
る
特
異
な
る
も
の
を
意
味
し
、
從
っ
て
入
の
牲
と
は
縫
の
禽
獄
等
に
癒
し
て
入
を
入
九

　
　
ら
し
む
る
特
質
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
葡
も
そ
の
概
念
は
饒
に
注
意
し
た
る
如
く
、
完
成
的
・
欝
的
・
圏
定
的
な
る
も
の
で
は
な
く
、

　
　
生
趨
的
・
動
的
∴
貸
爲
的
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
入
を
童
れ
な
が
ら
の
ま
・
に
放
置
し
、
弼
等
意
志
的
努
力
を
加
へ
ざ
る
場
合
に
、

　
　
入
が
悪
に
脇
…
る
と
も
、
そ
れ
は
孟
子
の
性
善
を
主
張
す
る
事
に
卸
す
る
反
謹
と
は
な
ら
な
い
。
謝
も
孟
子
が
入
に
悪
の
可
能
性
を
も
認
め

　
　
る
事
は
上
脇
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
爾
更
の
富
み
三
…
揖
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
次
に
庸
子
が
孟
子
の
性
説
に
鋤
す
る
他
の
一
つ

　
　
の
室
な
る
批
評
は
、
學
の
源
理
を
性
に
置
く
と
い
ふ
轍
に
就
い
て
“
あ
，
つ
た
，
筍
子
に
在
っ
て
は
姓
は
霞
己
自
身
に
慌
て
存
立
獲
訳
す
る

　
　
も
の
に
し
て
、
入
の
意
志
的
努
力
に
ま
つ
所
が
な
か
っ
た
。
故
に
學
の
如
き
意
志
的
努
力
に
よ
る
入
の
行
爲
を
、
牲
の
原
理
に
基
か
し
め

　
　
る
事
は
誤
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
し
乍
ら
孟
子
に
於
け
る
入
撰
の
概
念
は
、
入
自
身
に
よ
り
書
展
さ
せ
ら
れ
た
り
或
は
嚢
失
さ

　
　
せ
ら
れ
☆
り
し
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
衛
子
の
海
難
も
當
ら
ぬ
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
か
く
の
郷
く
考
察
し
來
れ
ば
先
に
筍
子
の
立
場
に
立
つ
限
り
常
然
の
事
と
せ
ら
れ
た
孟
子
に
慨
す
る
筍
子
の
批
詳
も
、
孟
。
子
の
立
場
よ

獅
至
る
塁
は
宥
ぬ
も
の
と
い
警
φ
蟹
得
な
い
・
然
し
紫
は
決
し
て
怪
む
に
楚
ら
な
い
・
そ
れ
は
雲
海
蓮
べ
蓬
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
孟
子
と
黒
子
と
に
於
け
る
性
説
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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@
程
既
に
明
か
な
る
恥
く
、
漸
々
鼠
子
に
於
て
性
の
概
念
が
韻
策
す
る
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
吾
入
は
潤
め
て
、
孟
子
と
荷
子
と

4　
　
に
於
て
は
姓
と
い
ふ
概
念
が
如
侮
に
異
る
か
と
い
ふ
騙
に
就
い
て
、
少
し
く
蓮
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
繭
玉
せ
し
如
く
筍
子
に

　
　
於
て
は
性
と
は
入
に
於
け
る
天
的
契
機
で
あ
り
、
自
己
の
存
漁
獲
展
を
磯
己
自
身
に
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
孟
、
子
に
あ
っ
て
は

　
　
性
と
は
或
類
の
他
の
頻
に
比
し
て
特
有
な
る
性
質
で
あ
り
、
從
っ
て
他
の
．
類
に
饗
し
て
魚
類
を
し
て
箕
．
類
た
ら
し
む
る
も
の
の
謂
で
あ
っ

　
　
た
。
そ
こ
で
人
の
性
を
善
と
い
・
勘
際
に
も
、
入
が
禽
獣
に
比
し
て
眞
に
確
た
る
所
場
の
も
の
を
意
瞭
す
る
の
で
あ
る
。
、
超
し
て
そ
の
善
と

　
　
い
ふ
の
は
、
警
悪
縁
方
へ
の
層
能
性
あ
る
所
に
覧
て
善
を
楽
し
て
悪
を
去
る
事
を
意
味
す
る
も
の
と
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
故
に
入

　
　
の
稚
は
入
に
圏
有
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
薦
も
そ
れ
に
も
掬
ら
す
之
を
失
ふ
畢
が
患
來
る
も
の
で
あ
り
、
求
め
て
の
み
之
を
得
る
も
の

　
、
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
上
し
て
叉
、
ユ
、
れ
な
き
は
入
に
輸
す
と
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
四
三
に
つ
い
て
も
、
♪
、
の
前
堂
を
説
く
と
い
ふ
事

　
　
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
吾
入
は
、
醜
に
蓮
べ
た
る
如
く
、
薫
子
に
於
け
る
性
と
い
ふ
概
念
は
、
之
を
鋤
的
・
空
雛
的
・
行
立
的
・
生

　
　
起
納
な
る
も
の
と
し
て
の
み
理
銘
し
得
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
此
庭
に
煮
窟
二
子
に
於
け
る
姓
の
概
念
の
繍
違
が
認
め
ら
れ

　
　
る
と
怨
ふ
。
尤
も
粟
子
に
於
て
は
姓
の
概
念
は
入
に
就
い
て
の
み
需
は
れ
る
に
獄
し
、
競
子
に
於
て
は
そ
の
主
な
る
瀾
心
は
人
に
あ
り
且

　
　
つ
「
性
叢
ど
と
い
ふ
時
は
勿
論
入
の
姓
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
二
子
に
於
け
る
牲
と
い
ふ
概
念
は
必
ず
し
も
入
に
の
み
隈
ら
れ
て
る

　
　
る
謙
で
は
な
い
と
い
ふ
燈
は
あ
る
。
だ
が
ル
、
れ
に
も
ま
し
て
吾
入
の
注
下
す
べ
き
所
は
、
性
の
概
念
が
戯
絵
に
在
っ
て
は
欝
的
・
鋤
象
的
・

　
　
園
定
的
に
考
へ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
動
的
・
主
膿
約
・
盤
超
群
に
解
せ
ら
る
べ
き
鰍
で
あ
・
ら
う
、
尤
も
茄
子
に
於
て
も
そ
の
性
は
嚢
展

　
　
し
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
痴
り
に
於
て
そ
れ
は
動
的
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
そ
の
動
的
と
い
ふ
面
諭
は
漸
じ
て
濡

　
．
子
の
場
合
に
於
け
る
が
郊
き
主
艦
的
・
行
爲
的
・
生
起
的
な
る
も
の
で
は
な
く
、
丁
子
の
性
の
概
念
は
夏
子
に
在
っ
て
は
寧
ろ
蠣
に
あ
た



　
　
る
も
の
と
も
雷
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
繍
と
は
入
に
於
け
る
入
絢
契
機
、
郎
ち
入
自
身
の
意
志
的
努
力
に
全
く
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
え
か

　
　
ら
、
そ
れ
は
主
罷
的
・
行
爾
的
・
産
起
的
な
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
所
で
煮
子
と
荷
子
と
に
於
て
か
く
の
鋪
き
軽
と
い
．
勘
概
念
の
轄
移
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
か
・
る
縛
移
が
吋
能
な
る
爲
に
は
爾
者

　
　
に
於
け
る
牲
の
概
念
の
闇
に
認
…
な
る
顧
が
存
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
創
故
な
ら
ば
、
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も
調
じ
か
ら
ざ
る
も
の

　
　
へ
韓
移
す
る
と
い
ふ
事
は
不
可
能
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
思
ふ
に
こ
の
姓
概
念
縛
移
の
論
理
的
根
豫
と
し
て
の
開
一
な
る
蒲
と
は
、

　
　
牲
が
　
　
嚴
密
に
書
ふ
な
ら
ば
孟
子
に
於
て
は
入
の
牲
が
　
　
入
に
平
手
な
る
も
の
を
意
味
す
る
と
い
ふ
事
で
あ
，
る
と
雷
っ
て
よ
い
で
あ

　
　
ら
う
。
翻
ち
賄
子
に
於
て
は
牲
は
入
の
意
志
的
努
力
の
癩
飼
に
依
ら
す
自
ら
存
立
筆
録
を
な
す
入
の
契
機
で
あ
っ
た
。
入
が
塗
れ
て
獄
來

　
　
死
に
至
る
ま
で
活
動
を
績
け
る
も
の
で
あ
っ
九
。
か
・
る
意
味
に
斯
て
性
は
入
に
塗
回
せ
ら
れ
て
る
る
と
晶
爵
・
勘
事
が
轟
遜
る
。
孟
子
に
於

　
　
て
も
入
の
性
は
、
そ
れ
を
糖
亡
喪
失
し
得
る
も
の
、
求
め
て
之
を
得
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
矢
張
O
入
に
園
有
な
る
も
の

　
　
と
せ
ら
れ
て
る
る
。
然
し
既
に
か
く
考
察
す
る
事
に
去
て
明
か
な
る
癩
く
、
孟
．
子
と
童
子
と
に
於
て
は
そ
の
画
有
と
い
ふ
意
味
が
異
れ
る

　
　
事
に
氣
脅
か
れ
る
。
覇
子
に
於
て
も
孟
子
に
於
て
も
、
性
行
は
人
の
性
と
い
は
れ
る
も
の
は
、
人
に
薗
麗
な
る
も
の
の
謂
な
の
で
あ
る
。

　
　
然
し
そ
の
顕
有
と
い
ふ
意
味
が
爾
者
に
乾
て
異
る
の
で
あ
る
。
即
ち
筍
子
に
於
て
は
、
入
が
慮
れ
て
以
秘
露
に
至
る
迄
、
入
の
意
志
的
努

　
　
力
に
掬
ら
す
、
自
ら
嚢
展
活
動
を
な
す
も
の
、
…
保
っ
て
入
は
窪
ら
の
カ
を
以
て
し
て
は
之
を
無
か
ら
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
っ

　
　
た
。
之
に
暫
し
て
孟
子
に
在
っ
て
は
、
入
の
姓
と
は
入
を
し
て
他
の
禽
獣
等
に
幸
し
て
入
た
ら
し
む
る
特
質
、
人
が
入
九
る
勝
以
の
も
の

　
　
と
い
ふ
意
味
に
於
て
園
酷
な
る
も
の
で
あ
っ
允
．
、
さ
れ
ば
吾
入
は
孟
子
に
於
て
は
顧
右
と
い
・
勘
意
味
が
便
値
的
・
論
理
的
で
あ
る
に
鋤
し

麟
　
て
、
赫
子
に
在
っ
て
は
存
在
的
・
時
閣
的
な
る
糎
…
黙
よ
り
鴬
は
れ
て
る
る
と
解
す
る
事
が
綴
來
る
で
あ
ら
う
い
か
く
の
掘
く
し
て
下
下
は

　
　
　
　
　
　
　
孟
子
と
筍
子
a
に
於
け
る
牲
説
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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孟
鵜
二
子
に
於
け
る
姓
と
い
ふ
概
念
の
嗣
異
を
一
癒
理
遍
し
得
た
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
，

　
以
上
に
蓮
べ
来
つ
弛
が
遍
き
考
察
よ
り
し
て
、
吾
入
は
麗
質
と
嚇
子
と
に
於
け
る
入
牲
に
訳
す
る
緊
張
は
、
そ
の
外
見
の
難
く
全
く
捕
容

れ
ぬ
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
の
説
く
所
は
大
衆
に
曾
て
岡
襟
で
あ
る
と
さ
へ
み
る
事
も
措
通
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
性
善
・
性
悪
と
い
ふ

封
瞭
的
祁
違
は
、
入
に
周
有
す
る
所
を
償
纏
的
・
論
理
．
的
概
黙
よ
り
す
る
か
、
細
浦
存
在
的
・
時
悶
的
に
見
る
か
に
基
く
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
。
孟
子
と
織
子
と
に
於
け
る
性
説
の
蓬
が
由
っ
て
搾
る
所
は
、
究
極
に
於
て
は
、
入
に
囲
有
な
る
も
の
を
傭
側
な
る
観
灘
よ
り
し
て
把

握
す
る
か
に
在
る
と
言
ふ
事
が
斑
來
る
で
あ
ら
う
．
尤
も
総
轄
の
所
論
は
薫
子
及
び
鵜
子
に
於
け
る
性
に
議
す
る
所
説
を
．
類
型
的
に
み
て

の
事
で
あ
っ
て
、
義
子
は
言
．
幽
に
及
ば
す
、
孟
子
に
比
し
て
遙
か
に
論
理
的
に
秩
序
だ
て
ら
れ
て
る
る
現
存
窟
子
に
於
て
も
、
そ
の
需
張

は
嚴
蜜
に
は
首
尾
一
貫
し
て
み
る
と
は
葡
・
勘
を
得
ぬ
の
で
あ
る
、
然
し
こ
れ
は
後
世
の
鮒
癩
等
の
免
れ
難
い
古
典
と
し
て
は
物
に
や
む
を

得
ざ
る
勝
に
し
て
、
從
っ
て
圭
來
陳
べ
し
所
の
理
曾
の
試
も
、
先
つ
か
・
る
事
情
の
下
に
あ
．
る
事
を
承
認
し
た
あ
で
許
さ
れ
る
事
で
あ
ら

う
。
爾
、
孟
覇
二
子
に
於
け
る
性
説
に
つ
い
て
の
陶
然
は
、
固
よ
り
熾
を
嶽
て
厳
き
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
が
、
署
入
は
藪
に
…
慮
策
を

欄
く
事
と
す
る
。
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